
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

「〇月〇日に運動会がありました。とても楽しかったです。一番心に残った種目は…」 

 

一般的な、よくある作文の書き出しです。しかし、その子が本当は運動が大の苦手で、運動会は

一番いやな学校行事だった場合、ここで手が止まってしまいます。本当なら「雲一つない、しかし

ちょっとかすんだ北京の空を見て、ぼくは絶望した。今日は運動会だ。」などと書き始めたいとこ

ろですが、そうもいきません。『三省堂国語辞典』編集委員の飯間浩明さんがツイッター上で次の

ように発言していました。 

 

子どもが作文嫌いになる理由のひとつに、書いてはいけない（と本人が思う）ことが多すぎる、

ということがありそうです。学校行事のことを書くにしても、「つまらなかった」なんて書くのは

とんでもない。空気を読み、優等生的な文章を書きたい。でも、書けない。それで悩む、という子

が多いのでは。 

 

「自分」が本当に思ったことを表現できないので、「優等生」的に何か書きたいけれど、思って

もいないことは書けずに苦しむことが往々にしてあります。あるいは逆に、どのような作文が高く

評価されるのかが感覚的にわかっていて、器用に「優等生」的な作文を書くけれど、本心とは違う

ことを書いているので褒められてもうれしくなかったという声も先のツイートへのコメントにあ

りました。 

幸いなことにそのようにならない場合もあります。ある人は、以下のようなコメントを述べてい

ました。小学６年生の遠足の感想文で遠足がいかに楽しかったかを面白おかしく書いてから作文が

好きになりました。ふざけた表現を少なからず盛り込んだため、叱られるのではという一抹の不安

もありました。しかし、幸運にもお咎めはなく、自分としても楽しんで書けたので作文、ひいては

自分を文章で表現することが好きになれました。 

“よい作文”といったとき、もちろん言葉遣い

の正しさや文章表現の巧みさといった要素もあ

りますが、読み手にとって味わいがあり、書き手

にとっても楽しい作文になるかどうかを決定づ

けるのは、“「自分」を表現できたかどうか”で

はないでしょうか。そうして文章を楽しみながら

書いていくうちに、技術も自然と身に付いてくる

ものです。 

 

手前味噌ではありますが、このたび土曜日に作

文コースを開講します。何を書いても「お咎め」

はありませんので、ご検討ください。 
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～作文の勧め～ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クイズアカデミー  難易度４ ★★☆☆☆  

 

2 つの砂時計があります。 

 

ひとつは 4分用。 

ひとつは 7分用。 

 

この 2つの砂時計を使って 9分を計るにはどうすればい

いでしょう？ 

 

 

 

【前回のクイズの答え】1つ 

ふだが『ランダム』の箱を開けるだけです。すべてのふ

だがまちがった箱にはり直されたというのがポイントで

す。 

ふだが『ランダム』の箱からりんごが出てきた場合で考

えます。これは『ランダム』のふだはりんごの箱にはり直

されたということです。次に、もし『りんご』のふだがラ

ンダムの箱にはり直されていたとすると、『オレンジ』の

ふだは中身がオレンジの箱にはられたままということにな

ってしまうので、『りんご』のふだの箱はもともとオレン

ジの箱だったはずです。そして、『オレンジ』のふだはも

ともとランダムだった箱にはられたとわかります。 

ふだが『ランダム』の箱からオレンジが出てきた場合は

この反対で、『オレンジ』の札がりんごの箱に、『りんご』

のふだがランダムの箱にうつされたことがわかります。 

１０月の予定 
 

 

10 月 1 日（火）～7 日（月） 国慶節休み 

 

13 日（日） 合不合判定テスト 

小６特訓 AM 9:00～11:00（2科）～12:15（4科） 

 

 

20 日（日） 10 月コンピュータテスト 

小５・小６標準クラス、中学部 AM 9:00～ 

                 （希望者は PM 1:00～）  

 

 

26 日（土） 令和元年度第 2 回漢字検定 

 13:30～14:30（10、9、8 級は 40分間） 

 

10 月は時間割変更が多いので、以前お送りしたメール

でご確認ください。 

作文コース開講 
 

まずは思ったことを素直にのびのび書いて、 

作文に対する抵抗感を取り除くところから始め、 

「作文って楽しい！」と思えるようにします。 

そうして、かっこいい表現、きれいな表現、 

面白い表現、自分らしい表現を進んで開拓し、 

吸収していくきっかけをつくります。 

 

 10月 19日から 10回（毎週土曜日） 

 4:00～5:30（予定） 

 1800 元（10 回分） 


